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1初 乳給与のポイン トを教えて
子牛は、病原菌に対する抵抗力を持たずに生まれ、栄養分をわずか しか蓄積 していないため生

まれてす ぐに栄養分を摂取する必要があ ります。初乳給与は、6時間以内に抗体濃度の高い初乳
をおなかいっぱぃをポイン トに飲せましょう。

Ql 生 まれたらす ぐ飲ませないといけ

ないのですか ?

6時間以内に飲ませま しょう。生後12時

間を過 ぎると初乳か ら抗体を吸収するこ

とがほとんどできな くな ります (図1)。

子牛 自身が持 ってい る蓄積エネル ギー

の消耗す る時間は6時間なので、できるだ

け早 く給与す ることが重要です。
6          1 2          1 8

生まれてからの時間

図1抗 体の吸収率の低下 (北海道農試 1978)
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図2子 牛が 1回に飲める量  (北 海道立畜産試験場データ)

また、初幸L量 が足 りな い 、飲 めなか つた、抗 体

摂 取量 が少 ない場合 は凍結 初平Lやサ プ リメン トな
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Q2初 乳の品質に影響する要因は何で

す か ?

①初乳量が多い牛 (8{χ以上)、漏乳 している牛は抗体濃度が薄い傾向がある

②経産牛は初産牛より初乳の抗体濃度が高い

③乳房炎 ・血乳の初乳は良質とは言えない

④導入 した牛の初乳はその牧場め環境にあった抗体を必ず しも持つていない

高品質な初乳を確認するため比重計を利用する方法があります。

初乳の比重 と抗体濃度の相関は非常に高いため、抗体濃度を確認するため比重計を使 うのが有

効な手段です。初乳の比重が1.050以上 (乳温40℃)あ れば十分な抗体濃度が期待できます。

Q3初 乳は 1回 目にどの くらい飲ませれば良いですか?

お腹 いっぱい飲 ませ るこ とを基本 と し

て、最低 で も 31χは飲 ませ ま しょ う (図

2)。 31χの根拠 と しては、比重 が1.040程

度 の抗 体濃度 が低 い初乳 で も、最低限必

要 な抗体量 (100g)を体内 に取 り込む こ と

ができるか らです (表 1)。

表1比 重の違いによる抗体摂取量

初乳A 初乳B

比重 1.  0 4 0 1 . 0 5 0

抗体量 40g/`κ 60g/7κ

給与量 3犠 37κ

抗体摂取量 1 2 0 g 1 8 0 g

(根釧農業試験場 酪 農専門研修資料より)

ど準備 し、併用すると良いで しょう。また、31κを一度に飲めなかつた場合、6時 間以内に数回に

分けて給与 しま しょう。          |

層護議鰐

凍結初乳 :フ リーザーパックやペットボ トルに初乳を入れて凍 らせたもの。使用する時に45℃以下のお湯で湯煎

じ解凍します。解凍温度が高いと免疫抗体の効力が無くなっていきます。
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2離 乳時の管理のポイン トを教えて

Ql 離 乳の 目安は ?

スターターを1日800 g以上食べた 日が3日以上続 けば離乳時期の 目安です。
スター ターを摂取す るこ とに よ り、第 1胃 (ルー メン)は 急速 に発達 し、同時 に子牛 の増体 も

良 くな り、離乳 を早 めるこ とができます。 スター タ‐給与の タイ ミングは、出生後 2日 目か ら与
え、清潔 な水 も常備 します。始 めは味を覚 え させ るこ とが 目的なので、手で子牛の 口にスター タ
ー を入れ た り、バケッに入れ て紙 め させ る程度で良いで しょ う。 また、スター ター は常に新鮮な
ものを用意 し給与 しま しょ う。

表1出 生後2日目からの給与の有無
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スターター摂取量8∞g到達日数

最 小 平均 最 大

あ り 21日 3 5 . 8日 4 9日

な し 41日 4 4 . 8日 5 2日

(畜産試験場 2002)

生 まれ た時の子牛の胃は液状飼料 を消化 で

きるよ う第4胃が最 も大 き く、固形飼料 を消化

す る第 1胃は発達 していませ ん (図1)。固形

0  8  1 2  1 6  2 0  2 4  3 2 (月 令)

図1発 育と胃の発達        (寺 田ら 19 7 0 )

Q2離 乳後は何に気をつけた ら良いですか ?

①飼養環境を整 え、子牛 を観察 しま しょう。

飼養場所は空気がきれいで、すきま風がな

く、足元が乾いた環境を心がけましょう。ま

た、菌が繁殖、蔓延 しないよう清潔にし、ス

トレスを感 じさせないことが大切です。ふん

の状態、子牛の活力、残飼量の変化、体温

(39.5℃以上の場合は要診療)な どもチェッ

クし、毎 日の作業の中で意識的に観察 しまし

ょう。
写真 1 ス ターター を十分に食い込ませてか ら離乳 し

た子牛の第‐胃の発達 した絨毛 (へ
°
ンシルハ

・
ニア大学)

②計画的にグループ分けを しつか り考えま しょう

個別管理 してる農場では、離乳 してす ぐグループにせず (離茅Lと環境変化のス トレスを重ね

ない)、そのままの施設で食い込みの状態や健康 に注意することが必要です。生後3ヶ月経っ

た頃グループ化 し、子牛の体高・体型を合わせて3～5頭で作 りま しょう。また、注意 として途

中で子牛を混ぜないこと、なるべく複数の子牛を移動 させて段階的にグループ分けを進めまし

よ つ。

謬顧麟覇
スターター (人工乳):出 生後の子牛に給与する固形 (濃厚)飼 料の こと。
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3発 情観察のポイン トを教えて

Ql 繁 殖成績向上のポイン トについて教えて

下 さい

繁殖成績向上の目的は、飼料に対 して最も効
率よく産乳する泌乳初期に搾平Lする機会を増や
し、乳牛の産乳性、収益性を高めることにあり

ます。

繁殖成績向上のポイン トを次に示 しました。

①発情の発見

発情徴候 (Q2参照)を 理解 し、発情発見の

補助的手段 (Q3参照)を うまく利用する。

②授精適期での実施

育成牛の授精開始は14～15ヵ月齢、経産牛

の初回授精は分娩後50～60日から始めま しょ

う。

授精の適期は発情終了前8時間から発情終了後8時間。スタンディングヒー ト (写真1)を 午前

中に発見 したら午後に、午後以降に発見 したら翌 日の午前中に授精する 「午前一午後法」が一

般的に行われています。

③繁殖機能回復のチェック

分娩後に繁殖機能が回復す るには栄養を充足させる必要があ ります。分娩後7～30日の乳脂率

が5.0%以 上、分娩後31～60日の乳蛋自質率が2.8%以 下の牛が多い牛群は栄養が充足 していな

いと判断 します。また、分娩後20～35日に発情回帰 と子宮回復を検査するため繁殖検診 を計画

的に受けま しょう。

④繁殖記録の利用

繁殖記録は発情周期を把握するために利用 し

ます。分娩後最初の発情か ら正確に記録するこ

とができれば、前回の発情か ら19～23日目の牛

を発情観察対象牛 として リス トアップすること

ができます。記録には繁殖カ レンダーや繁殖管

理盤 (写真2)が 便利です。

⑤妊娠鑑定の実施

妊娠鑑定は可能な限 り早期 に実施 し、非妊娠

牛は原因を検討 します (Q4参照)。授精のタイ

ミングは遅すぎるより早す ぎる方が受胎率が高

いので早くすることで改善が見 られる場合があ

ります。

⑥農場全体での取 り組み

農場のスタ ッフ全員が協力す ることで観 察回数 が増 え、発情発 見率が高 ま りま

す。 新 しいスタ ッフには繁殖生理や発情発 見の トレーニングを行 います。そ して

繁殖責任者へ の連絡 を密 に して農場全体 で効率 良 く観察 します。

発情観察の技術習得 には ビデオ学習 な ども効果的です。

http://pubs.cas.psu.edu/PubDept,asp?varDep←5&offse● 15
"Hcat Detection in Dalry Cattle,Catalog Number:L24453VH" メ :言語版

写真1ス タンディングヒー ト

写真2 繁 殖管理盤 (¥32,000農 協調べ)
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Q2発 情徴候 と見方について教えて下さい

発情は通常、

①性行動の発現

スタンデ ィングヒー ト (写真1)発 情
の二次的徴候 (写真3)な ど

②外陰部の変化

発情期の外陰部の充血、腫大、粘液 (写

真4)、発情終了後の出血 となって観察者

に示 されます。

受胎率を最 も高 くするためには発情牛が他の

牛に乗 られても逃げないでじっとしている状態

(スタンディングヒー ト)を 発見 し、その開始

から4～16時間後に授精することが大切です。
スタンディングヒー トを90%以 上発見す るた

めには夕方から早朝を中心に1日3回、1回20分

以上の観察が必要です (表1)。

しか し、繋ぎ牛舎に飼養 されている牛などス

タンディングの確認が困難な場合には、繁殖記

録によリリス トアップした牛を注意深 く観察

し、二次的徴候 (人に近づく、食欲や乳量の低

下、粘液の流出、鳴 く、挙動不安、行動量増加、

尾根部への接触など)が 複数現れたときを発情

と判断 します。

Q3発 情発見の補助的手段とは?

補助的手段の 目的は、労力的に発情観察が

十分にできない農場において発情の見逃 しを

防ぎ適期に授精を行 うことにあります。

補助的手段の例

①繁殖管理盤 (写真2)

問題牛の抽出が容易

②テールチ ョーク (写真5)

塗布後およそ3日間有効

③万歩計、孝L量 自動記録装置

歩数の増加や手L量の低下をチェック

④ホルモン剤投与による発情同期化

無発情、微弱発情牛にも有効

Q4発 情の徴候が微弱になるわけは何 ?

①高泌乳やそれに伴 うエネルギー不足

②暑熱や飼養環境のス トレスによるホルモン

バランスの乱れ

③栄養バランスの乱れやコンクリー ト床の普

及による牛の蹄への負担の増加などが考え

られます。 さらに、繋ぎ牛舎で牛がスタンディングヒァ ト

ことも繁殖成績低下の要因 となつています。

ョークとその塗 り方

を発 現 で き ない農 場 が増 えて い る
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(1980オ ルデス)

写真4発 情期の外陰部
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4乾 乳期の管理について知 りたいのですが口・・

Ql乾 乳期の飼養管理のポイン トについて教えて下 さい

乾平L期の管理が次乳期の乳量、乳質に影響 します。周産期疾病の発生を最小限にし、分娩後 の
回復を順調にす る乾乳期管理の5ポイン トを守 りま しょう。

1乾 手L牛のボディコンディションスコア

乾乳期間中はボデ ィコンディションスコア(BCS)

を維持することが重要です (写真1)。

過肥は乾物摂取量の低下や脂肪肝などの周産期

疾病の原因とな りやすいので、乾乳になるまでにB

CSを3.25～3.5程度に調整 します。

乾乳期間中はやせ させていないか確認をします。

2乾 乳期間とグループ分け

乾乳期間は乳腺の回復や効率的な平L生産のために

は60日程度が適当とされています。

乾乳前期 (乾乳か ら分娩21日前)と 後期 (分娩21日前か ら分娩)の 2群に分けて管理 します。

3乾 物摂取量を維持する飼養環境と飼養管理

乾乳期間中に胎児が急速に成長 します。 この

ため胃腸が圧迫 され採食量が低下 します。逆に、

胎児の栄養供給や乳腺の再発達のためタンパク

質や炭水化物 (エネルギー)等 の栄養が多 く必

要 とな ります (表1)。

乾物摂取量を維持 し、やせ させないことが最

も重要です。ス トレスの少ない快適な飼養環境

と嗜好性の高い飼料、適切な栄養管理がポイン

トとな ります。

ケ トーシスや低カルシウム血症などの周産期

病予防にはエネル ギー、タンパク質、カル シウ

ムとリンのバランスが重要 とな ります。

表1乾 乳牛の栄養要求量

写真l BCS3.5の状態

乾乳前期 乾乳後期

屹物摂取量 体重の2%程 度 体重の1.6%程 度

乾
物
中

TDN 60% 68～ 720/0

C P 12% 14～ 14.5%

Ca 014%以 上 0.35%程 度

P 0.3% 0.5%以 下

Ca/P比 1.8～ 2.0 0.7～ 0. 9

(Dairy Japan 2004.01より作表)

濯 章 ∪ イ ル Й 対 わ
G画 謎:1～2y日 給与
0り劾 J80～ 100g/日給与じ籾助 ム
稀
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嗜好性の高い
イネ科単播1番車
低水分ラッラけイレージ

21日 前  14日 前

4乳 熱 (低カルシウム血症)の 予防対策

分娩後にカルシウムを骨から動員できるようにすることで、乳熱を予防することができます。
乾乳前期までに骨中にカルシウムをたくわえ、乾乳後期にカルシウムを多 く含む飼料 (表2)の

給与を制限することで、カルシウムを骨から動員 しやす くしておきます。

後の濃厚飼料給与の目安

5分 娩場所 (写真2)

分娩前は何回も寝起 きをします。 このことで胎児 の姿

勢が調整 され、難産予防 となるといわれています。

寝起 きが自由なよ うに、足配 りの良いクッシ ョン性の

ある場所での無繋留分娩が望ましい。

また、乳房炎の予防や、子牛の健康のために清潔で乾

燥 していることが重要です。

Q2乳 房炎の予防について教えて下さい

乾乳期は乳房炎に感染する危険の高い時期です。

特に乳頭 国が閉 じるまでの乾亭L開始2週間と乳頭 口がゆ

るむ分娩前2週間に感染する危険性が高いといわれていま

す (図2)。清潔な環境 と効果的な予防対策が重要です。

乳房炎を効果的に治療できるチャンスです。

1乾 乳時 (一発乾乳)
一発乾平Lは乾乳開始時の乳房炎感染予防に効果的です。

乾乳予定7日前にPLテスター等で乳房炎の感染を検査 し

感染 している場合は治療を行います。予定3日前にも再度

検査を行います。最後の搾乳時再度PLテスターで確認 し、

アル コール綿花で乳頭 口消毒を行い、乾乳軟膏を注入 し

ます。

その後、乾平L期用テ ィー トシール ド剤を使用 し菌の侵

入を防ぎます。

2乾 乳後期

乾乳後期は乳房炎軟膏の効果が無 くなっています。

た、免疫力が低下 している時期で、乳房炎感染の リス

清潔な飼養環境 と牛体管理、ス トレスを軽減するこ

3  4 5  6  7
分娩後 月数

図2環 境性乳房炎の発生率の高 い

期間 (Dairy」apan2000年11月臨時増刊号)

乳房内圧が高ま り乳頭 口がゆるみます。ま

クが高い時期です6

とが重要です。

′
■
Ｉ

Ｅ
Ｅ

ｌ
，

増
加

写真2清 潔で自由な行動が可能な分娩房

■

１

‥

一

‐ｏ
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5分 娩後に牛の疾病が多発するのはなぜ ?

Ql移 行期の代表的な疾病は?

図1よ り、移行期に起 こ りやすい疾病

として

①乳熱 (低カルシウム血症)

②ケ トーシス

③第四胃変位

の3つが挙げられます。

以下に、これ らの疾病 の原因につい

て説明 します。

Q2乳 熱 (低カルシウム血症)と は ?
図 1初 診時病名の分類 (分娩後30日以内疾病)

( N O S A :中春別支所H1 5年度 カルテよ り)

乳牛は分娩前後に血 中か ら初

乳中へのカルシウム (Ca)の急激

な移行が起 こ ります。その際、

骨か らのCa動員が遅れ る、又は

Ca蓄積量が不十分であると、Ca

の血中濃度が下が ります。血 中

Ca濃度が7.4mg/dl以下になると、

消化管 。ルーメン等の働 きが悪

くな り、食欲不振 とな ります。

そ うなるとCaの摂取が十分でき

ず、腸管での吸収量が減少 し血

中濃度がさらに下が ります。

5.Omg/dl以下になると起立不

能が発生 しやす く、臨床症状が

現れてきます。

図2は 、乳熱 (低カル シ ウム

血症)が 他の周産期病 (第四胃

変位、ケ トーシス等)と 密接な関わ りを持つていることを示 しています。

Q3ケ トーシスの原因は ?

主な原因は2つあります。

①分娩前から泌乳初期のエネルギー不足

このエネルギー不足を解消させ るために、牛は体脂肪 を動員 します。 これにより血中遊

離脂肪酸 (NEFA)濃度が高まり、分解 しきれず肝臓にケ トン体がたま ります。

体脂肪の動員量は体脂肪の蓄積量に比例 します。乾乳時に過肥の牛は、体脂肪の蓄積が

多く、急激にやせて しま うので、注意が必要です !

②酪酸発酵サイ レージ

酪酸発酵が多いサイ レージは、酪酸がルーメン壁で代謝 されてケ トン体を作 り、血中ケ ト

ン体が高ま リケ トーシスを誘発 します。

1  急 性乳 房 炎

乳 熱

原 発 性 ケトーシス

産 情 熱

第 四 胃変 位

難 産

血 乳 症

胎 盤 停 滞

卵 巣 静 止

肺 炎

甚急 性 乳 房 炎

貴 体 遺 残

第 一 胃食 滞

その 他

194

145

114

79

78

72

69

低カルシウム血症
〈臨床的/潜 在的〉

延遅
加
少
、

増
減

症
下
、

発
低

図2分 娩後初期の低Ca血症連鎖関係 (Beede 1995)
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Q4第 四胃変位とは?

分娩後の体内の空洞を うめるはずのルーメンが十分なふ くらみをみせず、第四胃が本来の位置
からはずれて左右腹部に移動 してしま うことが原因です。

その要因は、

①ルーメン内絨毛未発達 (図3)のため、第四胃に揮発性脂肪酸 (VFA)が流入 します。
それにより、第四胃が弛緩 します。

②ルーメン内の重炭酸化合物 と第四胃の塩酸が反応 し、ガスが発生 します。

図3乾 乳後期の適度な濃厚飼料給与により発達した絨毛 (左)と 未発達の絨毛 (右)(写 真 道 立畜試)

鏃 雌

図4周 産期病に関連する飼養管理 と生理的変化

鑽議‐議1購
‐

血中遊離脂肪酸 (N E F A : N o n―E s t e r i f i e d  F a t t y  A c i d ) :体脂肪が血液中に溶け出 したもので、通常は肝臓へ運ば

れ、プ ドウ糖とともに合成され、エネルギー源 となる。ケ トン体の一部。

ケ トン体 :ブ ドウ糖、エネルギーの不足により体脂肪を動員すると生成 される。一定以上の濃度になると肝臓で

代謝 しきれず、食欲不振、早L量低下などを引き起 こす。

周産期病の要因や対策は、重複が多いためまとめてみま した。
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